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『
中
唐
詩
論
集

─
研
究
・
講
演
・
書
評
』
は
、
國
學
院
大
學
名
誉
教

授
の
赤
井
益
久
氏
の
著
さ
れ
た
研
究
論
集
で
あ
り
、
こ
の
た
び
二
〇
二
四

年
五
月
に
研
文
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
氏
の
「
中
唐
」
を
冠
さ
れ
た
研

究
論
集
は
、
さ
き
に
は
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
。

小
稿
は
こ
れ
を
前
書
と
呼
ぶ
）
の
一
書
を
世
に
問
う
て
お
ら
れ
、
本
書
は

こ
れ
に
続
く
中
唐
詩
歌
研
究
の
珠
玉
の
書
で
あ
る
。
人
物
は
、
元
稹
・
皎

然
・
張
籍
・
李
紳
・
王
孟
韋
柳
を
論
じ
、
詩
話
詩
論
は
、
主
に
皎
然
『
詩

式
』、
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』、
方
回
『
瀛
奎
律
髄
』、
楊
士
弘
『
唐
音
』、
高

棅
『
唐
詩
品
彙
』
を
分
析
す
る
。
前
書
が
、
劉
長
卿
、
韋
応
物
、
白
居
易
、

元
結
、
顧
況
、
王
建
（
張
王
楽
府
）、
劉
禹
錫
、
孟
郊
、
韓
愈
、
杜
甫
等

を
論
じ
た
た
め
、
こ
の
二
書
に
よ
っ
て
中
唐
文
学
は
、
そ
の
射
程
と
す
る

晩
唐
を
含
め
、
こ
れ
を
確
実
に
把
握
し
う
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
分

野
の
先
端
的
研
究
成
果
は
、
こ
の
二
書
を
も
っ
て
一
目
瞭
然
の
も
の
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
唐
詩
歌
研
究
は
、
つ
と
に
元
和
期
の
白
居
易
・
韓
愈
・
柳
宗
元
等
を

主
と
し
た
作
家
作
品
研
究
の
重
層
の
上
に
成
り
立
つ
。
一
九
八
〇
年
代
に

入
り
傳
璇
琮
氏
な
ど
に
よ
る
実
証
的
研
究
（『
唐
才
子
伝
校
箋
』

一
九
八
七
、『
唐
代
詩
人
叢
考
』
一
九
八
〇
な
ど
）
が
陸
続
と
出
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
続
く
蒋
寅
氏
の
『
大
暦
詩
風
』（
一
九
九
二
）
及
び
『
大

暦
詩
人
研
究
』（
一
九
九
五
）
が
世
に
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
、『
白
居
易
研
究
講
座
』（
一
九
九
八
）、『
中
唐
文
学
の

視
角
』（
一
九
九
八
）な
ど
、作
家
や
作
品
の
横
断
的
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
課
題
の
数
々
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
た
。
前

書
を
繙
け
ば
容
易
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
の
問
題
意
識
は
は
や
く
も

一
九
八
十
年
代
初
め
よ
り
胚
胎
す
る
。
ま
た
、
氏
の
一
連
の
研
究
は
中
国

に
あ
っ
て
も
二
〇
一
四
年
に
中
華
書
局
よ
り
『
中
唐
文
人
之
文
芸
及
其
世

界
』
の
一
書
と
し
て
公
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
中

唐
詩
歌
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
斯
文
を
牽
引
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
氏
の
軌
跡

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
窺
い
知
う
る
絶
好
の
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
第
Ⅰ
部
「
中
唐
詩
論
集
」
第
Ⅱ
部
「
講
演
集
」
第
Ⅲ
部
「
書
評

集
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
右
に
述
べ
た
と
お
り
氏
の
問
題
意
識
を
探
ろ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
う
ち
「
書
評
集
」
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
は
、
○

〔
書
評
〕

赤
井
益
久
著

『
中
唐
詩
論
集

─
研
究
・
講
演
・
書
評
』

土
谷
彰
男



赤井益久著『中唐詩論集─研究・講演・書評』─ 23 ─

第
一
章
「
蔣
寅
著
『
大
暦
詩
風
』」
○
第
二
章
「
孟
二
冬
著
『
中
唐
詩
歌

之
開
拓
与
新
変
』」
○
第
三
章
「
王
毅
著
『
園
林
与
中
国
文
化
』」
○
第
四

章「
川
合
康
三
著『
終
南
山
の
変
容

─
中
唐
文
学
論
集
』」○
第
五
章「
松

本
肇
著
『
柳
宗
元
研
究
』」
○
第
六
章
「
松
原
朗
著
『
中
国
離
別
詩
の
成
立
』

を
収
め
、
日
中
双
方
に
わ
た
る
論
評
を
一
覧
し
う
る
。
氏
の
問
題
意
識
の

所
在
が
知
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
間
の
中
唐
詩
歌
研
究
の
動
向
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
一
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
意
義
は
極
め

て
大
き
い
。
と
り
わ
け
、
中
唐
詩
歌
の
独
自
性
を
伝
統
や
規
範
か
ら
の
逸

脱
に
あ
る
と
評
す
る
氏
の
研
究
姿
勢
は
、
前
書
に
中
唐
文
学
を
定
位
す
る

際
、
第
一
に
「（
中
唐
詩
人
は
）
文
学
の
規
範
性
お
よ
び
そ
の
変
化
に
自

覚
的
・
自
律
的
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
」（「
中
唐
文
学
研
究
序
説
」）
と

掲
げ
た
点
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
本
書
の
第
Ⅰ

部
「
中
唐
詩
論
集
」
の
各
論
考
に
お
い
て
も
こ
の
通
り
に
示
さ
れ
る
。

　

第
一
章
「
元
稹
の
政
治
と
文
学
」（
二
〇
〇
二
）、
及
び
第
二
章
「
自
注

の
文
学

─
『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
」（
二
〇
〇
二
）
は
、
い

ず
れ
も
元
稹
に
係
る
論
考
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
前
書
の
「
元
稹

の
文
学
理
念
」（
一
九
九
〇
・
一
九
九
一
）
を
承
け
、
元
和
五
年
の
江
陵
左

遷
と
元
和
十
年
の
通
州
司
馬
の
二
点
を
手
が
か
り
と
し
て
、
元
稹
の
文
学

の
変
遷
を
掘
り
下
げ
る
。
元
稹
は
制
挙
登
第
に
向
け
て
策
問
を
物
し
、
初

任
官
で
あ
る
左
拾
尉
で
は
論
表
を
頻
々
と
奏
じ
た
。こ
こ
よ
り
元
稹
の「
直

言
の
士
」
た
る
政
治
姿
勢
を
窺
う
に
足
る
が
、
本
書
で
は
さ
ら
に
、
彼
の

論
表
に
依
拠
し
て
徳
宗
の
藩
鎮
政
策
や
順
宗
の
永
貞
改
革
を
探
る
試
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
状
制
誥
に
広
げ
れ
ば
、
当
時
の
財
政
経
済
政

策
（
両
税
法
）
や
官
僚
制
度
（
令
外
官
）
の
実
態
を
窺
い
え
よ
う
。
元
和

五
年
の
点
に
係
る
「
江
陵
途
上
十
七
章
」
詩
は
、
本
詩
が
白
居
易
を
し
て

驚
か
し
め
た
こ
と
を
六
義
「
比
興
」
に
擬
し
た
試
み
に
求
め
、
こ
こ
に
お

い
て
元
稹
の
文
学
理
念
に
「
寄
興
」
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
看
破
し

た
。
本
詩
に
つ
い
て
は
ま
た
、
本
書
の
第
二
章
「
自
注
の
文
学
」
に
「
使

東
川
」
二
十
二
首
を
詳
細
に
分
析
す
る
な
か
で
、
元
稹
の
詩
は
、
白
居
易

の
認
め
る
「
多
情
」
の
も
と
昂
揚
し
た
感
情
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
自
注
を
通
じ
て
そ
の
真
意
を
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
見
抜
き
、
そ
の
上
で
、
本
詩
に
は
自
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
元

和
五
年
の
江
陵
流
謫
を
境
に
抒
情
（
多
情
）
か
ら
諷
喩
（
比
興
・
寄
興
）

へ
推
移
し
た
と
し
て
、両
作
に
は
こ
れ
が
対
蹠
的
に
表
れ
て
い
る
と
し
た
。

一
方
、
元
和
十
年
の
点
に
係
る
「
叙
詩
寄
楽
天
書
」
は
、
前
書
の
「
中
唐

詩
壇
諷
喩
詩
の
系
譜
」（
一
九
八
一
）
の
通
り
、
元
稹
の
「
寄
興
」
の
重

視
に
よ
っ
て
白
居
易
の
「
諷
喩
」
や
「
兼
済
・
独
善
」
が
喚
起
さ
れ
た
点

（「
与
元
九
書
」）
を
確
認
し
つ
つ
、
本
書
で
は
文
集
の
自
家
編
纂
に
お
い

て
、
白
居
易
の
「
閑
適
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
元
稹
の
「
私
」
な

る
部
分
を
探
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
章
「
唐
釈
皎
然
の
詩
論
に
つ
い
て

─
中
国
詩
学
「
景
情
交
融
」

の
主
題
に
即
し
て
」（
二
〇
〇
六
）、
及
び
第
四
章
「
皎
然
の
文
学
史
観
に

つ
い
て
」（
書
き
下
ろ
し
）
は
、
い
ず
れ
も
詩
僧
皎
然
の
詩
論
『
詩
式
』

の
分
析
を
中
心
と
す
る
。『
試
式
』
は
、
古
く
は
空
海
「
文
鏡
秘
府
論
」

を
通
じ
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
研
究
は
趙
昌
平
氏
「
従
王
維
到
皎
然
」

（
一
九
八
七
）、
興
膳
宏
氏
「
皎
然
『
詩
式
』
の
構
造
と
理
論
」（
一
九
九
五
）

等
を
は
じ
め
比
較
的
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
前
書
の
「
中
唐

の
「
意
境
説
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
九
一
）
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
本
書
に
は
ま
た
第
Ⅱ
部
「
講
演
集
」
の
う
ち
第
一
章
「
思
い
と
言
葉

─
「
言
意
の
弁
」
を
め
ぐ
っ
て
」
が
理
解
の
補
助
線
と
な
っ
て
い
る
。

か
ね
て
よ
り
氏
の
問
題
意
識
の
所
在
は
、山
水
詩
の
評
語
で
あ
る
所
謂「
景

情
交
融
」
を
詩
論
の
側
か
ら
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

魏
晋
玄
学
に
お
い
て
「
言
意
の
弁
」（
周
易
）
の
矛
盾
が
「
象
」（「
忘
象
」

＝
魏
・
王
弼
）
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
る
と
と
も
に
、
南
朝
文
学
に
お
い
て

山
水
の
象
（
南
宋
・
謝
霊
運
）
が
導
か
れ
、
中
唐
の
皎
然
に
至
っ
て
物
と

意
と
の
関
係
が
「
境
」
に
よ
っ
て
体
系
的
に
把
握
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
『
詩
式
』
は
画
期
を
な
し
、
の
ち
の
権
徳
輿
や
司
空
図
の
詩

説
へ
の
影
響
（
前
書
に
詳
し
い
）
を
見
通
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、『
詩
式
』

の
所
論
に
対
し
て
は
、詩
経
六
義
の
比
興
の
再
解
釈
、老
荘
玄
学
の
影
響
、

鍾
嶸
『
詩
品
』
の
否
定
、
六
朝
文
学
の
重
視
、「
頓
悟
」
に
見
ら
れ
る
南

宗
禅
と
の
関
連
（
詩
禅
相
関
）、「
復
古
通
変
」

─
復
古
の
行
き
過
ぎ
を

戒
め
新
変
の
意
義
を
強
調
す
る
と
い
っ
た
点
を
め
ぐ
っ
て
詳
細
な
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
詩
式
』
の
文
学
史
観
に
つ
い
て
は
、
詩
経

以
降
、
漢
代
古
詩
十
九
首
よ
り
初
唐
の
沈
宋
に
至
る
ま
で
「
文
体
四
変
」

と
捕
捉
さ
れ
た
点
を
詳
細
に
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
皎
然
以
降
、

司
空
図
や
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
が
続
く
が
、
謝
思
煒
『
禅
宗
与
中
国
文
学
』

（
一
九
九
三
）
は
、『
詩
式
』
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
三
者
に

わ
た
る
展
開
を
考
察
し
、『
詩
式
』
所
論
の
意
義
と
影
響
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
五
章
「
張
籍
の
「
古
風
二
十
七
首
」」（
書
き
下
ろ
し
）、
及
び
第
六

章「
李
紳
詩
憶
説
」（
一
九
七
九
）は
、中
唐
の
諷
喩
詩
の
諸
相
を
捉
え
る
。

こ
の
う
ち
前
者
は
、
前
書
に
「
張
王
楽
府
論
」（
一
九
八
〇
・
一
九
八
一
）

と
し
て
楽
府
論
の
見
地
か
ら
張
籍
と
王
建
の
両
者
を
論
じ
た
が
、
本
書
で

は
、
張
籍
の
「
古
風
」
と
題
す
る
非
楽
府
系
の
五
言
詩
（
二
十
六
首
）
を

分
析
し
、そ
の
諷
喩（「
学
仙
詩
」「
董
公
詩
」）は
彼
の
楽
府
詩
に
連
な
り
、

そ
の
詩
風
は
復
古
に
お
い
て
詩
経
の
雅
正
（
元
結
『
篋
中
集
』
沈
千
運
）

を
継
承
し
ょ
う
と
し
た
も
の
と
み
な
し
、
し
た
が
っ
て
、「
古
風
」
詩
は

そ
の
伝
統
と
形
式
に
お
い
て
張
王
古
楽
府
に
も
ま
し
て
詩
人
の
創
作
理
念

を
よ
り
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。ま
た
後
者
は
、白
居
易「
新

楽
府
五
十
首
」
に
関
連
し
て
、
元
稹
「
和
李
校
書
新
題
楽
府
十
二
首
」
に

基
づ
き
、
は
や
く
に
亡
佚
し
た
李
紳
の
「
楽
府
新
題
二
十
首
」
の
諸
作
を
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比
定
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
七
章
「「
晩
唐
」
考

─
そ
の
定
義
と
「
中
唐
」
と
の
差
異
」

（
二
〇
〇
二
）、
及
び
第
八
章
「「
王
孟
韋
柳
」
論
考
」（
一
九
八
二
）
は
、

い
ず
れ
も
関
連
す
る
詩
話
の
分
析
に
係
る
論
考
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者

は
、
前
書
の
「
大
暦
か
ら
元
和
へ

─
「
中
唐
」
の
文
学
史
的
意
味
」

（
一
九
九
八
）
を
承
け
る
。
唐
宋
詩
の
進
展
（「
唐
音
」「
宋
調
」）
に
お

い
て
、
時
代
区
分
の
一
で
あ
る
「
中
唐
」（
高
棅
）、
並
び
に
体
格
区
分
で

あ
る
「
大
暦
体
」
及
び
「
元
和
体
」（
厳
羽
）
に
対
し
て
、
杜
甫
を
主
と

見
る
方
回
に
あ
っ
て
は
盛
晩
対
立
の
も
と
大
暦
体
と
元
和
体
は
分
か
た

れ
、
音
律
の
正
変
を
論
じ
た
楊
士
弘
に
あ
っ
て
は
、「
正
音
」
を
比
定
す

る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
は
盛
唐
と
こ
れ
を
継
ぐ
大
暦
体
に
あ
た
り
、
し
た

が
っ
て
、
元
和
体
は
晩
唐
（「
遺
響
」）
に
あ
た
る
と
す
る
。
ま
た
後
者
は
、

「「
王
孟
韋
柳
」
評
考

─
「
王
韋
」
か
ら
「
韋
柳
」
へ
」（
二
〇
〇
〇
）

の
先
蹤
で
あ
り
、
四
家
併
称
の
分
析
は
、
二
家
併
称
の
変
遷
を
作
品
の
受

容
関
係
や
詩
話
評
論
の
評
価
を
対
象
と
し
て
分
析
し
つ
つ
、
本
書
で
は
さ

ら
に
明
代
合
刻
本
の
状
況
を
視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
、
考
察
の
対
象
を
広

げ
て
な
お
細
密
に
分
析
を
加
え
て
お
ら
れ
る
点
は
極
め
て
優
れ
る
。

　

右
に
取
り
上
げ
た
論
考
の
ほ
か
に
も
、
第
Ⅱ
部
「
講
演
集
」
に
は
、
第

二
章
「
身
体
・
小
風
景
・
宇
宙
」
を
収
め
、
道
教
研
究
よ
り
発
し
て
詩
句

の
措
辞
を
考
察
し
、
ま
た
、
第
三
章
「
中
国
に
お
け
る
寄
り
合
い
の
文
学
」

を
収
め
、
中
唐
に
盛
行
し
た
「
文
会
」「
詩
会
」
や
そ
の
聯
唱
聯
句
の
作

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
ま
こ
と
に
経
典
沈
深
、
載
籍
浩
瀚
と
言
っ
て
よ

く
、
と
り
わ
け
本
書
の
目
次
に
見
る
如
く
整
然
と
し
て
均
整
な
思
量
を
要

す
る
力
強
さ
は
、
ま
た
さ
ら
に
「「
谷
（
や
と
）」
の
風
景
」（
二
〇
一
九
）

に
見
る
如
く
流
麗
か
つ
清
閑
な
筆
致
と
そ
こ
に
織
り
な
す
思
考
の
縦
横
な

展
開
と
相
俟
っ
て
、
氏
の
文
学
に
向
か
う
揺
る
ぎ
な
い
姿
勢
を
あ
ら
た
め

て
感
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
上
製
、
三
三
三
頁
、
研
文
出
版
、
二
〇
二
四
年
五
月
発
行
、
定

価
六
五
〇
〇
円
＋
税
）


